
 

全トヨタ労連 ２９期（後）統一テーマ 経過報告シート 樹神グループ       活動期間：21 年 4 月～6月（♯４政治センター幹事会報告） 

産業目線 

【活動項目】 ①中小企業支援 【活動テーマ】 幅広い融資支援策による商工業の活性化 

到達目標 
商工業が活性化することにより、魅力ある商店や企業が多いと感じている市民の割合を増やす。 

２０２３年度までに市民割合５０％を実現。（２０１２年度調査値３７．７％） 

前回まで 

活動状況 

○「産業振興ビジョン」の改訂を注視及び関係部署から意見聴取。 

○新型コロナウイルス感染症拡大に関係した中小企業の支援策として要望書を２回提出。（２０２０年４月２８日・５月２１日） 

○東海市長へ令和３年度（２０２１年度）予算要望書を提出。（２０２０年１０月６日） 

○東海商工会議所（正副会長及び評議員）との行政情報交換会を開催。（２０２０年１０月８日）【商工会議所と一体となった取り組みを展

開】 

○予算要望に対する執行部の考えを聴取（２０２１年２月３日） 

 

 

 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

  ◎…予定前倒し 

〇…予定通り 

△…遅れあり 

○中小企業等の振興に関する事業予算の充実を求める 

 → 関係部署から意見聴取 

予算要望に対する執行部の考えを聴取（継続実施） ２０２１年５月１９日・６月２日 

・６月８日 

 

 

○６月議会で示された「市内事業所支援策」 

 

 

 

 

 

 

 

→会派代表者による代表質問答弁（抜粋） 

今後の活動 
○関係部署から意見聴取を定期的に行うことで、 

魅力ある商店や企業が多いと感じている市民の割合を増やすことに関連する事業の進捗を注視する。 

  

東海市 所属議員 工藤政明 

今回の進捗 

【 ○ 】 

【要望】新たな産業の育成や創業を幅広く支援する施策 

〔回答〕信用保証料の補助対象を追加 

（従来） 商工業振興資金の融資を受けた中小商工業者が負担する 

信用保証料の一部を補助（補助率 60％～100％） 

（追加） 新型コロナウイルス感染症に関する保証制度の融資も 

補助対象とする（補助率 60％～100％） 

【要望】商工業者の経営を幅広く支援する施策 

〔回答〕新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、売上が減少している 

市内事業者への支援として、市内事業者が提供する商品を 

返礼品として活用するふるさと納税を実施 

実施時期 ２０２２年３月まで 

返礼品数 ３２品（打合せ時） 

〔新市長の令和３年度施政方針〕（抜粋） 

コロナ禍で特に大きな打撃を受けた 

市内の飲食店や疲弊した市内事業所を支援 

〔具体的な方策〕 

①市独自のキャッシュレス決済ポイント還元 

②地域振興券の発行 

①キャッシュレス決済ポイント還元 

 〔方法〕適切な時期を見据えて、 

実施に向けて調整中 

 ②地域振興券 

 〔方法〕市民１人に２千円分 

     １１月から実施に向け調整中 

今後の動向を特に注視 

 ○関係部署から意見聴取を継続 

 ○一般会計の補正予算編成 



 

全トヨタ労連 ２９期（後）統一テーマ 経過報告シート 樹神グループ       活動期間：21 年 4 月～6月（♯４政治センター幹事会報告） 

組合員目線 

【活動項目】 ③防犯 【活動テーマ】 防犯対策の充実による安全安心なまちづくり 

到達目標 
防犯対策が充実することにより、犯罪に対する不安がなく、安心して生活できていると思う市民の割合を増やす。 

２０２３年度までに市民割合５０％を実現。（２０１２年度調査値３８．１％） 

前回まで 

活動状況 

○時事の犯罪と防犯を観点とした一般質問及び常任委員会で質疑を実施。 

○東海市及び愛知県の特殊詐欺による被害（概要・被害件数・被害額）の発生状況を調査。 

○東海市長へ令和３年度（２０２１年度）予算要望書を提出。（２０２０年１０月６日） 

○予算要望に対する執行部の考えを聴取（２０２１年２月３日） 

 

 

 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

  ◎…予定前倒し 

〇…予定通り 

△…遅れあり 

○時事の犯罪と防犯を観点とした一般質問を実施（６月議会） 

 → 質問事項「特殊詐欺被害の防止策」 

 

 

 

 

○ワクチン接種会場で注意喚起・啓発を実施 

 

今後の活動 
○関係部署から意見聴取を定期的に行うことで、 

犯罪に対する不安がなく、安心して生活できると思う市民の割合を増やすことに関連する事業の進捗を注視。 

 

東海市 所属議員 工藤政明 

今回の進捗 

【 ○ 】 

【質問】東海市における２０１７年以降の認知件数及び被害総額は、どのような状況なのか 

〔答弁〕 

 

 

【質問】２０２０年の認知件数及び被害総額を手口別に見た場合、どのような状況なのか 

〔答弁〕 

 

 

 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 

認知件数 15 件 9 件 14 件 15 件 

被害総額 1,774 万円 430 万円 1,897 万円 4,086 万円 

 

手口 預貯金詐欺 架空請求 ｷｬｯｼｭｶｰﾄﾞ ｵﾚｵﾚ詐欺 

認知件数 8 件 3 件 2 件 2 件 

被害総額 1,909 万円 1,797 万円 250 万円 130 万円 

【質問】２０２０年の被害で、犯行の最初に用いられた欺罔（人をあざむきだます）手段は何か 

〔答弁〕 

 
欺罔手段 電話 ハガキ メール 

認知件数 13 件 1 件 1 件 

【質問】コロナ禍で、効果的とされていた高齢者への対面の注意喚起が難しいが補う方策は何か 

〔答弁〕新型コロナウイルスワクチン接種の 

接種会場で注意喚起・啓発を実施 
接種待ち会場 啓発グッズを配布 

経過観察会場 注意喚起・啓発の動画を放映 

 

 

 

 



 

２．２９期（後） 取り組みテーマについて 

 

（１）産業目線 産業目線①～④項目から選択 

東海市取り組み項目 ①中小企業支援 
 

東海市取り組みテーマ 幅広い融資支援策による商工業の活性化 

 

（２）組合員目線 組合員目線①～⑥項目から選択 

東海市取り組み項目 ③防犯 
 

東海市取り組みテーマ 防犯対策の充実による安全安心なまちづくり 

 

選定理由・背景・思い 組織内議員の具体的取り組み内容 

選定理由 

東海市は、愛知県の主要な工業地域である名古屋南部臨海工業地帯の一角を形成

しており、鉄鋼３社や主要１２社と呼ばれる企業の他、多くの中小企業により支

えられ、産業上の拠点都市としての役割を果たしている。 

背景 
新型コロナウイルスの影響により、商工業者の資金繰りが悪化し、事業資金の確

保が大きな課題となっている。 

思い 
商工業が発展し活性化することは、雇用の拡大やまちのにぎわいづくりにつなが

り、市の活力向上にも貢献するものである。 
 

魅力ある商店や企業が多いと感じている市民の割

合を増やす。 

○事業推進のために必要な予算を確保。 

（積極的な予算要望を展開） 

○主要施策や事業の進捗を確認。 

○所管部署から意見を聴取。 

○商工会議所等の関係機関と情報交換。 

選定理由・背景・思い 組織内議員の具体的取り組み内容 

選定理由 

自助・共助・公助の考えに則り、市民と地域は、防犯に対する意識を高めるよう

努めるとともに、行政は、地域と連携した防犯活動を進めること及び防犯施設を

整備することで、地域の防犯力を高める役目を果たす。 

背景 
近年の犯罪発生件数は減少傾向にあったが、侵入盗、自転車盗等をはじめとした

重点犯罪が前年度よりも増加している。 

思い 
防犯意識が高まり防犯活動が積極的に行われ、また、防犯施設が整備され、関係

機関と地域が連携した防犯対策が図られた犯罪のないまちを実現。 
 

犯罪に対する不安がなく、安心して生活できると思

う市民の割合を増やす。 

○事業推進のために必要な予算を確保。 

（積極的な予算要望を展開） 

○主要施策や事業の進捗を確認。 

○所管部署から意見を聴取。 

○コミュニティ等地域関係者と情報交換。 

（参考）東海市　テーマ登録背景


